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活力あふれる 住みよい長崎！
長崎市議会議員
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人
口
減
少
の
克
服
・
交
流
の
産
業
化
！

　

春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
、
別
れ
と
出
逢
い
な
ど
新
た
な
ス
タ
ー
ト

の
時
期
を
迎
え
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍

の
事
と
存
じ
ま
す
。

　

長
崎
市
の
２
０
１
９
年
度
予
算
編
成
・
主
な
取
り
組
み
は
、
今
後
、

少
子
化
・
高
齢
化
が
進
展
す
る
な
か
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
支
援

な
ど
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
し
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
な

行
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、「
人
口
減
少
の
克
服
と
交
流
の
産
業
化
」

を
加
速
さ
せ
る
。
交
流
拠
点
施
設
や
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
周
辺
の
整
備
を
着

実
に
進
め
、
次
の
時
代
の
長
崎
の
基
盤
づ
く
り
な
ど
未
来
へ
の
投
資
に

つ
な
が
る
施
策
を
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

  

長
崎
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
！

　

長
崎
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
数
十
年
に
一
度
の
大
事
な
時
期
に
あ
り
、

次
の
時
代
を
見
据
え
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
基
盤
整
備
を
進

め
、
こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
に
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
地
域
を
支
え
る
仕
組
み
に
つ
い
て
、
現

在
６
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ
く
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

福
田
小
学
校
区
に
お
い
て
も
７
回
の
準
備
委
員
会
、
９
回
の
幹
事

会
、
５
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
福
田
の
楽
し
い
会
議
）を
開
催
し
、
ま

ち
づ
く
り
計
画（
案
）の
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
こ
れ
ま
で
取
り
纏
め
て
き
た
５
つ
の
分
野（
自
然
環
境
・
防
災
、

歴
史･

伝
統
、き
ず
な
、

交
通
、
生
活
環
境
）に

つ
い
て
、
事
業
計
画

書
・
予
算
書
作
成
、

事
業
の
再
検
討
な
ど

検
討
を
行
い
、
９
月

総
会
で
承
認
を
受
け

10
月
に
ス
タ
ー
ト
す

る
予
定
で
す
。

　

今
後
と
も
、
事
業

推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
目
線
に
よ
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た

し
、
皆
様
が
納
め
た

税
金
の
有
効
活
用
等

に
努
め
ま
す
。
皆
様

の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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長
崎
市
議
会
議
員　

井
上　

重
久

福田小学校区まちづくり計画報告会（3月10日　福田小体育館）福田小学校区まちづくり計画報告会（3月10日　福田小体育館）福田小学校区まちづくり計画報告会（3月10日　福田小体育館）

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

▼
西
部
地
域
の
５
地
区
連
合
自
治
会（
朝
日

校
区
、
水
ノ
浦
地
区
、
飽
の
浦
地
区
、
立
神

地
区
、
福
田
地
区
）は
、
さ
る
２
月
22
日
長

崎
市
議
会
及
び
長
崎
市
役
所
を
訪
問
し
、
市

議
会
議
長
並
び
に
市
民
健
康
部
長
に
対
し

「
長
崎
市
西
部
地
域
に
お
け
る
救
急
医
療
体

制
の
充
実
に
つ
い
て
」要
望
を
行
っ
た
。

▼
要
望
の
概
要
は
、
西
部
地
域
は
斜
面
地
が

多
い
う
え
に
、
住
民
の
高
齢
化
が
著
し
く
進

み
、
万
が
一
の
場
合
の
救
急
医
療
に
強
い
不

安
を
抱
え
て
い
る
。
西
部
地
域
の
総
合
病
院

で
あ
る
重
工
記
念
長
崎
病
院
は
、
新
た
に
２

０
２
０
年
４
月
竣
工
に
向
け
、
丸
尾
町
に
病

床
１
６
５
床
の
新
病
院
を
建
設
し
て
い
る
。

▼
こ
れ
を
機
に
、
西
部
地
域
の
住
民
に
大
き

な
安
心
を
も
た
ら
す
よ
う
、
重
工
長
崎
記
念

病
院
が
病
院
群
輪
番
制
病
院
へ
の
新
規
加
入

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

▼
最
終
定
例
会（
本
会
議
）を
終
え
、
今
期
で

勇
退
す
る
議
員
、
再
度
継
続
を
目
指
す
議
員

な
ど
、
議
員
任
期
の
４
年
間
を
振
り
返
り

様
々
な
想
い
が
頭
に
浮
か
ん
で
き
て
い
る
。

今
年
は
12
年
に
一
度
の
統
一
地
方
選
挙
と
参

議
院
選
挙
が
施
行
さ
れ
る〝
選
挙
の
年
〞投
票

率
の
関
係
で
当
選
ラ
イ
ン
は
左
右
さ
れ
ま
す

が
、
候
補
者
の
奮
闘
を
祈
念
す
る
。

長崎市議会議員

自　　　宅　長崎市大浜町408
 　　　　　　　865-3553
生活相談室　長崎市水の浦町1-1
 　　　　　　　861-1985
http://inoueshigehisa.net/

ご相談は
お気軽に！

活
動
の
あ
し
あ

活
動
の
あ
し
あ

活
動
の

活
動
の
備
忘
録

備
忘
録

活
動
の

活
動
の
備
忘
録

備
忘
録

活
動
の
備
忘
録
1
月
〜
3
月

長崎市消防出初式
（平成31年1月7日、長崎市水辺の森公園）

第72回三菱所内駅伝大会
（平成31年1月20日、三菱重工長崎造船所香焼工場）

西部地域医療充実の要望
（平成31年2月22日、長崎市役所）

2019長崎ランタンフェスティバル点灯式
（平成31年2月5日、湊公園）

福田中第65回卒業証書授与式
（平成31年3月14日、福田中体育館）

春季生活闘争連合長崎総決起集会
（平成31年3月6日、江戸町公園）

政
策
要
求
の
回
答
受
け
る
！

政
策
要
求
の
回
答
受
け
る
！

政
策
要
求
の
回
答
受
け
る
！

　

市
民
ク
ラ
ブ
は
昨
年
10
月
、新
規
・
継
続
見
直
し
要
求
を
含

め
８
分
野
54
項
目
の
政
策
提
言
を
取
り
ま
と
め
、田
上
市
長
に

対
し「
平
成
31
年
度
政
策
要
求
」を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、２
月
６

日
に
政
策
要
求
に
対
す
る
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

　

田
上
市
長
よ
り「
平
成
31
年
度
の
予
算
編
成
は
統
一
地
方
選

挙
も
あ
り
、骨
格
予
算
を
組
ん
で
い
る
が
継
続
事
業
や
人
口
減

少
対
策
、扶
助
費
な
ど
義
務
的
経
費
は
当
初
予
算
か
ら
計
上
し

て
い
る
」と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

〈
主
な
回
答
内
容
〉

要
求
：
定
住
人
口
の
維
持
に
お
け
る
Ｕ・Ｉ・Ｊ
タ
ー
ン
に
対
す
る

定
住
支
援
策
を
図
る
こ
と

回
答
：
県
外
か
ら
の
移
住
促
進
に
向
け
た
相
談
窓
口
を
Ｊ
Ｒ
長

崎
駅
周
辺
に
新
設
し
、無
料
の
職
業
紹
介
や
住
ま
い
、暮

ら
し
の
相
談
に
対
応
す
る
。企
画
財
政
部
内
に
専
門
部

署（
仮
称
）移
住
推
進
室
を
設
置
、６
人
体
制
の
予
定
で

事
業
を
進
め
、年
間
移
住
者
数
を
２
０
０
人
ま
で
増
や

す
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た
。

要
求
：
企
業
誘
致
に
つ
い
て
も
県
と
連
携
を
図
り
、正
規
雇
用
の

拡
大
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
こ
と

回
答
：
長
崎
市
で
は
平
成
25
年
度
以
降
15
社
を
誘
致
、現
時
点

で
１
，８
０
０
人
以
上
の
雇
用
を
創
出
し
、今
後
、さ
ら

に
約
１
，２
０
０
人
の
雇
用
計
画
を
見
込
ん
で
い
る
。

具
体
的
に
は
井
上
重
久
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〝
議
会
報
告
〞を
ご
参
照
下
さ
い



予算総額3,669億5,619万1千円、69の議案を可決・同意！予算総額3,669億5,619万1千円、69の議案を可決・同意！予算総額3,669億5,619万1千円、69の議案を可決・同意！
平成31年第1回定例会(2月議会)開催！

補
正
予
算
の
主
な
内
容

補
正
予
算
の
主
な
内
容

補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
質
問（
要
旨
）

地
域
づ
く
り
・
人
口
減
少
対
策

特
別
委
員
会（
総
括
質
疑
）

　

平
成
31
年
第
１
回
長
崎
市
議
会
定
例
会
は
、
２
月
21
日
か
ら
３
月

15
日
ま
で
の
23
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
度
各

会
計
別
予
算
は
、（
仮
称
）長
崎
市
交
流
拠
点
施
設
整
備
費
、
新
庁
舎

建
設
工
事
費
、
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
費
な
ど
一
般
会
計

予
算
に
２
，１
５
１
億
９
，４
２
１
万
１
千
円
や
、
特
別
会
計
に
１
，１

１
３
億
１
，９
３
０
万
３
千
円
、
水
道
・
下
水
道
事
業
の
公
営
企
業

会
計
に
４
０
４
億
４
，２
６
７
万
７
千
円
の
総
額
３
，６
６
９
億
５
，６

１
９
万
１
千
円
が
上
程
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　

条
例
改
正
案
は
、
手
話
に
対
す
る
理
解
の
促
進
及
び
手
話
の
普
及

に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
る「
長
崎
市
手
話
言
語
条
例
」、
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
使
用
料
及
び
手
数
料
の
見
直
し
を
行
う「
長
崎

市
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
76
条
例
が
改
正
対
象
）」な
ど
人

事
１
件
、予
算
26
件
、条
例
26
件
、そ
の
他
12
件
、報
告
４
件
を
可
決
・

同
意
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
の「
中
距
離
核
戦
力（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）全
廃
条
約

破
棄
に
対
す
る
決
議
」及
び「
中
距
離
核
戦
力（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）全
廃
条
約
破

棄
に
対
す
る
日
本
政
府
の
対
応
を
求
め
る
意
見
書
」は
全
会
一
致
可
決

し
ま
し
た
。

◆
な
が
さ
き
ウ
ェ
ル
カ
ム
推
進
費

…

４
，９
３
２
万
８
千
円

　

働
く
世
代
の
移
住
を
促
進
す

る
た
め
、
総
合
相
談
窓
口
と
し

て
無
料
職
業
紹
介
機
能
を
備
え

た「
な
が
さ
き
移
住
ウ
ェ
ル
カ
ム

プ
ラ
ザ
」を
長
崎
駅
近
く
に
開

設
し
、
専
任
の
相
談
員
を
配
置

す
る
。

◆
観
光
施
設
整
備
事
業
費
・
稲
佐

山
山
頂
魅
力
向
上
整
備

…

１
，０
７
０
万
円

　

稲
佐
山
山
頂
展
望
台
の
足
元
照

明
が
故
障
し
て
い
る
た
め
、
整

　

密
集
斜
面
市
街
地
に
お
い
て
、

生
活
道
路
等
の
整
備
や
老
朽
住

宅
の
改
善
な
ど
を
総
合
的
に
行

い
、
防
災
性
の
向
上
や
居
住
環

境
の
改
善
を
図
る
。

◆
長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

事
業
共
催
費
負
担
金

…

９
，６
１
４
万
４
千
円

　

新
た
な
夜
の
観
光
資
源
の
創

出
と
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
誘
客
対

策
と
し
て
、
新
地
中
華
街
で
育

ま
れ
て
き
た「
春
節
祭
」を
ベー
ス

と
し
た
長
崎
に
根
付
く
中
国
文

化
や
、
光
を
テ
ー
マ
と
し
た
特

色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
実

施
す
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の

拡
大
と
地
域
活
性
化
を
図
る
。

◆
文
化
財
保
存
整
備
事
業
費

・
国
指
定
重
要
文
化
財
旧
グ
ラ

バ
ー
住
宅

…

１
億
９
，７
０
０
万
円

　

国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る

旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅
に
つ
い
て
、
施

設
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
耐
震
補
強
工
事
を
含
め

ど
を
通
じ
、
長
崎
市
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
図
る
。

◆
公
園
施
設
整
備
事
業
費
・
稲
佐

山
公
園（
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
整
備
）

…

６
億
７
，７
２
２
万
円

　
「
世
界
新
三
大
夜
景
」の
認
定

な
ど
、
稲
佐
山
山
頂
展
望
台
を

訪
れ
る
観
光
客
が
増
加
し
て
い

る
中
、
山
頂
展
望
台
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
向
上
さ
せ
、
団
体
観
光

客
等
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
。

 ◆
地
域
コ
ミ
ュニ
ティ
推
進
交
付
金

…

７
，２
６
２
万
円

　

地
域
の
各
種
団
体
が
連
携
し

て
行
う
一
体
的
な
地
域
運
営
を

財
政
的
に
支
援
す
る
。

 

・
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
連
絡
協
議

会
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基

づ
く
活
動
及
び
運
営
に
対
す

る
支
援（
22
地
区
）

 

・
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
連
絡
協
議

会
設
立
準
備
委
員
会
の
ま
ち

づ
く
り
計
画
の
策
定
等
に
か

か
る
会
議
費
等
に
対
す
る
支

援（
35
地
区
）

◆
放
課
後
児
童
健
全
育
成
費

…

13
億
７
，２
１
７
万
３
千
円

　

保
護
者
が
就
労
等
に
よ
り
昼

間
家
庭
に
い
な
い
小
学
生
に
対

し
て
、
放
課
後
等
の
適
切
な
遊

び
場
や
生
活
の
場
を
提
供
し
健

全
な
育
成
を
図
る
。

◆
文
化
施
設
整
備
事
業
費
・
長
崎

ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

…

３
億
１
，３
３
０
万
円

　

長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
を
安

全
安
心
か
つ
安
定
的
に
運
営
し
、

市
民
の
芸
術
文
化
活
動
や
芸
術

鑑
賞
な
ど
に
必
要
と
な
る
快
適

な
環
境
を
提
供
す
る
た
め
に
、

設
備
の
経
年
劣
化
等
に
伴
う
維

持
補
修
工
事
等
を
行
う
。

 

備
を
行
う
。

◆
都
市
交
通
対
策
事
業
費
交
通
系

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
事
業
費
補
助
金

…

４
，９
７
０
万
４
千
円

　

現
在
、
本
市
を
含
む
県
下
で

使
用
さ
れ
て
い
る
交
通
系
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド（
長
崎
ス
マ
ー
ト
カ
ー
ド
）

の
シ
ス
テ
ム
老
朽
化
を
機
に
、

市
民
や
観
光
客
の
利
便
性
向
上

等
を
図
る
た
め
、
全
国
相
互
利

用
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
導
入

す
る
交
通
事
業
者
に
対
し
て
補

助
を
行
う
。

◆
斜
面
市
街
地
再
生
事
業
費
稲

佐
・
朝
日
地
区
南
大
浦
地
区
立

山
地
区…

…

１
億
６
１
０
万
円

た
保
存
修
理
工
事
を
実
施
す

る
。

◆
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
費
・

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

…

23
億
３
４
９
万
５
千
円

　

同
報
系
防
災
行
政
無
線
を
ア

ナ
ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式

へ
更
新
整
備
を
行
う
。

◆
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
キ
ャ

ン
プ
誘
致
推
進
費

…

３
，５
７
３
万
３
千
円

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０

１
９
に
お
い
て
、
長
崎
で
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

代
表
チ
ー
ム
を
受
け
入
れ
る
た

め
の
環
境
整
備
を
行
い
、
世
界

の
ト
ッ
プ
選
手
と
の
ふ
れ
あ
い
な

2019年度長崎市一般会計予算の主な事業2019年度長崎市一般会計予算の主な事業2019年度長崎市一般会計予算の主な事業
項　目 事　業　名 予算案額
新市庁舎

長崎駅周辺

企業誘致

農林・水産

環　　境

まちづくり

住　　宅

子 育 て

教　　育

　新市庁舎建設工事等
　交流拠点施設整備事業　
　九州新幹線西九州ルート建設事業負担金
　土地区画整理事業（長崎駅周辺）
　長崎駅中央通り線
　JR長崎本線連続立体交差事業負担金
　企業立地推進費（企業立地奨励金）
　ものづくり支援費　
　担い手農家支援施設整備に支援
　有害鳥獣対策に助成
　新水産業経営力強化事業費
　ごみ処理施設等整備事業費　東工場
　三共クリーンランド埋立処分場重機整備
　資源ごみ処理費
　急傾斜地区崩壊対策
　防災行政無線デジタル化整備費
　要緊急安全確認大規模建築物
　ながさき住みよ家リフォーム補助金
　住宅性能向上リフォーム補助金
　子ども医療対策費
　民間保育所等施設型給付費
　子育て支援センター運営費
　仁田佐古小学校舎等建設
　伊良林小学校舎等改築
　学校給食センター建設

特定戦略「交流の産業化」による長崎創生特定戦略「交流の産業化」による長崎創生特定戦略「交流の産業化」による長崎創生
項　目 事　業　名 予算案額

世界遺産

まちづくり

その他

　世界遺産保存整備事業費端島炭坑
　長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連登録推進費
　世界遺産観光客受入費
　市街地再開発事業費新大工町地区
　景観まちづくり刷新事業費まちなか地区
　景観まちづくり刷新事業費夜間景観整備
　長崎市版DMO推進費
　平和マラソン実行委員会負担金
　車みち整備事業費
　恐竜博物館建設整備費
　ながさきウェルカム推進費
　交流の産業化リーディング事業費
　若年者雇用促進費

5,470万円
4,775万円
4,676万円

7億9,250万円
4,380万円

1億7,110万円
8,080万円
2,772万円
5,000万円

5億6,050万円
4,932万円
1,718万円
1,816万円

24億5,350万円
22億7,440万円
3億9,400万円
13億7,500万円

7,530万円
22億9,312万円
6億4,923万円
2,367万円
9,598万円
8,570万円
1,090万円

4億1,160万円
1,770万円
4億305万円
1億3,400万円
23億349万円
1億4,751万円
9,756万円
3,006万円

10億1,906万円
132億8,169万円

6,095万円
15億5,720万円
8億9,350万円
2,540万円

平
成
31
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
構
成
割
合（
単
位
：
百
万
円
）

平　成　29　年　度

当　初
当　初
当　初
当　初
当　初
※15ヶ月
当　初
※13ヶ月
当　初
1　号

2 1 , 5 0 6
2 1 , 2 4 2
2 6 , 4 9 6
2 2 , 6 3 3
2 0 , 0 2 9
2 2 , 7 8 2
2 1 , 7 6 6
2 2 , 8 6 9
28 , 7 34
27 , 9 87

18.5％
▲1.2％
24.7％

▲14.6％
▲11.5％
0.7％
8.7％
14.2％
32.0％
27.2％

平　成　25　年　度
平　成　26　年　度
平　成　27　年　度
平　成　28　年　度

平　成　30　年　度

平　成　31　年　度

投資的経費の推移
区　　　　　分 予算額（百万円） 対前年度比

※

※

※国の経済対策等に伴う13～15ヶ月ベースでの予算額

人件費
27,242
12.7％

公債費
21,957
10.2％

投資的経費
27,987
13.0％

物件費
22,470
10.4％

繰出金
12,992
6.0％

貸付金及び
出資金
4,851
2.3％

その他
14,953
7.0％ 扶助費

82,742
38.4％

市債
24,666
11.5％

県支出金
12,320
5.7％

その他の
依存財源
9,732
4.5％

市税
54,928
25.5％

諸収入
8,230
3.8％

使用料・手数料
4,378
2.0％

その他の自主財源
11,064
5.2％

地方交付税
33,727
15.7％

国庫支出金
56,152
26.1％

その他の経費55,266
25.7％

義務的経費131,941
61.3％

歳出
215,194
（百万円）

歳入
215,194
（百万円）

依存財源136,597
63.5%

自主財源78,597
36.5%

投資的経費27,987
13.0％

国指定国指定重要文化財　旧グラバー住宅

稲佐山公園スロープカー整備

長崎ブリックホール

銅座川の桃色ランタン


